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　　日、足を捻挫してしまい、しばらくの間、サポー
ターをつけて松葉づえをついて通勤していました。
　ケガをして、色々気が付くことがありました。
　まず、階段がかなり怖いということ。それも上る
ときより降りるときが大変怖いです。また、ホーム
ドアが設置されていないとホームの狭くなっている
ところを歩くとき、かなり恐怖を感じます。
　下りのエスカレータの必要性があらためてわかり
ました。下りエスカレータもエレベータもない、バ
リアフリー非対応の駅がかなりあります。階段の手
すりにしがみついて降りながら、バリアフリーの重
要性を痛感しました。
　また、健康な人は歩くスピードがかなり速くて、
それだけで足の悪い人間には脅威です。
　会社の近くの学校の元気な中学生たちをふだんは
微笑ましく感じるのですが、足の悪い時に周囲を走
り回られると、衝突されたら怖いという感情が先に
きます。健康であるということはいいことですが、
その反面、健康であることそれ自体が人を脅かすこ
ともあるようです。
　バリアフリーを必要とする人はベビーカーや車い
すを使う人や高齢者だけではありません。誰でもい
つケガをするか分かりません。
　他人事ではなく自分のこととしてもっと真剣に考
える必要があると思いました。� （M.K）

　　帯やスマホに、普段見慣れない電話番号から不
在着信が入っていることがたまにあります。重要な
内容であれば掛け直してくるだろうというスタンス
で、身に覚えのない番号に自分から掛け直すことは
一切しないのですが、どこから掛かってきたかは気
になるため、私はいつもその電話番号をネットで検
索することにしています。
　普通の検索エンジンに、ダイレクトに市外局番か
ら番号を打ち込み検索すると、「その番号の相手先
は○○○です。」と教えてくれます。一般の固定電
話だった場合は、単に「固定電話」と出るだけです
が、公共性の高い企業や営業によく使われる番号の
企業は社名が出ますし、しつこい営業電話がクレー
ムになっている番号については、そうしたことを紹
介するページまで見られるので便利です。
　テレビでは、毎日のように振り込め詐欺や特殊詐
欺対策の意識付けをする番組が放送されています
が、胡散臭い電話がかかってきたら、番号検索して
みるのもいいかもしれません。特殊詐欺系の番号ブ
ラックリストもおそらくネットには上がっているだ
ろうから、ヒットするのではないかと思います。い
やはや便利な世の中になったものです。
　また、フィッシング系のメールも、中に書かれた
特徴的なキーワードで検索すると、ほぼ正体が判明
するので同様に便利で、お勧めです。� （Y.H）
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